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IHE IHE とは？とは？

IHEIHEは、既存の規格や技術を利用して、よりは、既存の規格や技術を利用して、より

効率的な医療情報システムを構築すること。効率的な医療情報システムを構築すること。

放射線科領域の情報システム（放射線情報放射線科領域の情報システム（放射線情報
システムやシステムやPACSPACS）では、）では、DICOMDICOM規格。病院規格。病院

情報システムと放射線科領域の情報システ情報システムと放射線科領域の情報システ
ムを接続するときには、ムを接続するときには、HL7HL7の規格。の規格。

これらの規格を使用する場合に、規格の実これらの規格を使用する場合に、規格の実
装を詳細に定めているものが装を詳細に定めているものがIHEIHE。。
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IHEIHEを理解するには？を理解するには？

目的は：目的は：

ITIT化して相互運用性化して相互運用性

業務の効率業務の効率

を向上させるを向上させる

各論は、種類が多く多種多様で理解各論は、種類が多く多種多様で理解
するには、それなりに努力が必要。するには、それなりに努力が必要。
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IHEIHEへのメリットへのメリット

ユーザユーザ

臨床現場のいろいろな問題点を提起し、解臨床現場のいろいろな問題点を提起し、解
決策を考える決策を考える

良いシステムを安く、早く導入可能良いシステムを安く、早く導入可能

メーカメーカ

いろいろな要望を一本化し、製品に反映でいろいろな要望を一本化し、製品に反映で
きるきる

開発工期の短縮、リスクの軽減開発工期の短縮、リスクの軽減
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IHEIHE活動活動

各分野での業務シナリオの作成各分野での業務シナリオの作成

既存の規格を利用しての業務シ既存の規格を利用しての業務シ
ナリオの実現ナリオの実現

接続テスト接続テスト

結果の公開・活動の広報結果の公開・活動の広報

国際的な協調国際的な協調 などなど
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IHEIHEを理解するための用語集を理解するための用語集

Technical Framework: 技術定義書

Integration Profile: 業務シナリオ

Actor: 登場人物（機能提供者）

Transaction: せりふ（通信手順）

OP （Order Placer）: オーダー発行

OF （Order Filler）: オーダー受け

IT infrastructure（ＩＴＩ）: 情報インフラ分野
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様々な部門システムを
抱え、複雑で問題の多い

医療機関側

ベンダの
技術

既存の規格を用いて
問題解決

IHE テクニカルフレーム
ワークによる

問題解決

ベンダによる
製品への実装

コネクタソンでの
接続テスト

専門学会などで、
IHEによる問題解決が

あることをデモや
教育する

医療機関はIHEを
要求仕様に含める

サイクル

同じような問題を抱える
医療機関への適用が

可能となる。

業務シナリオ
（統合プロファイル）
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IHEIHEの歴史の歴史

１９９９年、アメリカでRSNA(北米放射線学
会）とHIMSS（病院情報管理システム学
会）がスポンサーとなり、設立。

その後各地に拡大
北米 （１９９９年）

ヨーロッパ （２０００年）

IHEIHE--Japan Japan 設立設立（２００１年）（２００１年）

アジア・オセアニア（２００２年）



IHE Workshop in Kobe, 2009.01.24IHE Workshop in Kobe, 2009.01.24 10

海外の海外のIHEIHE
RSNA （北米放射線学会）

HIMSS （病院情報管理システム学会）

ヨーロッパ
IHE-UK （イギリス）

IHE-F （フランス）

IHE-D （ドイツ）

IHE-I （イタリア）

アジア・オセアニア
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ドイツドイツ

IHEIHE--DD
20042004
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IHEIHE--F F フランスフランス

demodemo
20042004
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IHEIHE--E E 
ヨーロッパ放射線学会ヨーロッパ放射線学会

ECR DEMOECR DEMO
2005.32005.3
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IHEIHE--E E ヨーロッパヨーロッパ

Connectathon 2008.4.7Connectathon 2008.4.7--1111
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IHE DemonstrationIHE Demonstration
RSNA RSNA 北米放射線北米放射線

学会学会 2007.112007.11
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RSNA RSNA 北米放射線学会北米放射線学会

2007.112007.11
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HIMSSHIMSS
病院情報管理病院情報管理
システム学会システム学会

2008.2 2008.2 
(Orland)(Orland)
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HIMSSHIMSS
病院情報管理病院情報管理
システム学会システム学会

2008.2 2008.2 (Orland)(Orland)



International Adoption of IHEInternational Adoption of IHE

France
USA

Germany

Italy

Japan
UK

Canada

Korea

Taiwan
Norway

Holland

Spain
China
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Success StorySuccess Story
導入事例導入事例



IHE Workshop in Kobe, 2009.01.24IHE Workshop in Kobe, 2009.01.24 21

Japanese Success StoryJapanese Success Story

Saitama Medical Center: March 2005Saitama Medical Center: March 2005
Fujita Health University Hospital: April 2005Fujita Health University Hospital: April 2005
Okazaki City Hospital: January 2006Okazaki City Hospital: January 2006
National Institute of Radiological Sciences National Institute of Radiological Sciences 
(NIRS) Hospital: April 2006(NIRS) Hospital: April 2006
Fukui University Hospital: April 2006Fukui University Hospital: April 2006
Takayama RedTakayama Red--Cross Hospital: March 2005Cross Hospital: March 2005
Hamamatsu University Hospital: 2007Hamamatsu University Hospital: 2007
22ndnd Nagoya RedNagoya Red--Cross Hospital: July 2007Cross Hospital: July 2007
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IHE InternationalIHE International (2006.12)(2006.12)
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IHE Asia OceaniaIHE Asia Oceania （（2005.122005.12））



の発足の発足 (2001.7)(2001.7)
学会、行政、工業会など各団体の連携

ユーザ側、ベンダ側からなるオープンな組織

医学放射線学会（医学放射線学会（JRSJRS））

放射線技術学会（放射線技術学会（JSRTJSRT））

医療情報学会医療情報学会(JAMI)(JAMI)

日本画像医療システム工業会日本画像医療システム工業会(JIRA)(JIRA)

保健医療福祉保健医療福祉情報システム工業会情報システム工業会

(JAHIS)(JAHIS)

医療情報システム開発センター医療情報システム開発センター

-- JJ

後援： 経済産業省、厚生労働省
JSNM, JASTRO, 消化器内視

鏡学会、日本臨床細胞学会、
日本眼科学会

2007.3 2007.3 日本日本IHEIHE協会協会へへ
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IHEIHEの領域の領域
100 100 を超えるベンダを超えるベンダ 、、10 10 のテクニカルフレームワークのテクニカルフレームワーク

60 60 を超える統合プロファイル、コネクタソンによる接続テストを超える統合プロファイル、コネクタソンによる接続テスト

世界各地でのデモンストレーション世界各地でのデモンストレーション

EHR
Electronic Health Record

循環器

臨床検査

放射線部門

放射線治療
Future

Domains

IHE
IT インフラ

21 Integration Profiles

5 Integration Profiles

5 Integration Profiles

Patient Care 
Coordination

7 Integration Profiles

Patient Care 
Devices

病理 眼科

3 Integration Profiles

4 Integration Profiles

17 Integration Profiles

3 Integration Profile

Quality

1 Integration Profile

1 Integration Profiles



IHEIHE--J J 組織図組織図



日本日本IHEIHE協会の協会の会員の種別会員の種別

• A会員：本会が企画、運営する事業活動に

積極的に参加することができる法人

• Ｂ会員：本会が企画、運営する事業活動に
積極的に参加することができる個人

• Ｃ会員：本会の事業活動に参加して利用
者、受益者、有識者として意見を提示でき
るもの



Radiology ProfilesRadiology Profiles (19 Profiles)(19 Profiles)

Access to Radiology Information

Consistent 
Presentation 

of 
Images

Evidence
Document

Key
Image
Notes

Simple 
Image 
& Num 
Reports

Presentation 
of Grouped 
Procedures

Post-
Processing 
Workflow

Reporting 
Workflow

Charge PostingCharge PostingPatient Info. R
econciliation

Patient Info. R
econciliation

Scheduled Workflow

Portable Data for Imaging

NM
Image

Mammo
Image

Audit Trail & Node Authentication – Radiology Option

Image 
Fusion

Teaching
Files & 
Clinical 
Export

Import 
Recon-
ciliation 

Workflow

Cross-Enterprise Document Sharing for Imaging
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IHE-J コネクタソン 2008.10.27-31
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IHE-J コネクタソン 2008.10.27-31
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IHE-J コネクタソン 2008.10.27-31
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IHE-Japan Oct. 2008 ConnectathonIHEIHE--Japan Oct. 2008 ConnectathonJapan Oct. 2008 Connectathon

YearYear 20022002 20032003 20042004 20052005 20062006 20072007 20082008
VendersVenders 1111 1717 2020 2323 2828 4141 4040
SystemsSystems 1111 1717 3232 4848 6767 8484 7272
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CyberRadCyberRad
2008 2008 

DEMODEMO
参加参加2525社社
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CyberRadCyberRad
2008 DEMO2008 DEMO

参加参加 2525社社
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書店にて書店にて
販売中販売中

日本日本IHEIHE協会協会 普及推進普及推進委員会編委員会編

『『IHEIHE超超入門入門』』もよろしくもよろしく
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統合宣言書

製品

ごとに
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Official Web SiteOfficial Web Site

URLURL
http://www.ihehttp://www.ihe--j.org/j.org/
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IHE WorkshopIHE Workshop

第１回 高知 2004.9.12
第２回 大阪 2005.1.22
第３回 札幌 2005.2.26
第４回 金沢 2005.5.14
第５回 名古屋 2005.9.3
第６回 小倉 2006.1.28
第７回 仙台 2006.5.13
第８回 東京 2006.8.5
第９回 京都 2007.2.10

第10回 高松 2007.5.12
第11回 大津 2007.8.11
第12回 広島 2007.11.10
第13回 新潟 2008.1.26
第14回 山形 2008.5.10
第15回 横浜 2008.8.2
第16回 神戸 2009.1.24
第１７回 静岡 2009.3.7

ワークショップは、医療関係者やベンダーの方を
対象とした勉強会です。



まとめまとめ

IHE活動は、世界的な規模で行われて

いる。アメリカ、ヨーロッパ、アジア・オセ
アニアなど世界各国で、IHEは協調して
活動している。

IHEの業務シナリオは、放射線科領域
から様々な領域へ拡大している。『IHE
＝放射線業務』ではない。



まとめ２まとめ２

IHE活動は放射線科領域だけでなく、全

診療科をカバーできるように拡大しつつ
ある。今後、病院情報システムや電子カ
ルテを構築するための有効な道具とな
り得る。

医療機関内の問題を抱えている業務シ
ナリオを改善する最良の方法が、IHEで
ある。すなわち、ITを用いて業務シナリ
オを改善することが、IHE活動である。
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今後の今後のIHEIHEの活動についての活動について
皆様のご協力をお願いします。皆様のご協力をお願いします。

ENDEND


